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基本
目標

基本方針 施策 事業・施策名 事業・施策の概要
実施事業名又は
関連・関係実施事業

担当課 取組状況 具体的取組内容
今後の事
業展開方
針

取組状況 具体的取組内容
基本目標
に対する
評価

改善点等
今 後 の
事 業 の
展開方針

1
広報・CATV等を通
じた広報活動

男女共同参画週間に合わせ、様々な
媒体を使い、人権意識を啓発します。

男女共同参画事業 総務課 実施
町の広報、ＣＡＴＶ、防災無線を活用して、男女共同参
画週間の周知を行った。

継続実施 実施
町の広報、ＣＡＴＶ、防災無線を活用して、男女共同参
画週間の周知を行った。

達成
男女共同参画週間のみならず、年間を通して男
女共同参画に関する正しい知識と理解の周知を
図っていく

継続実施

2 男女共同参画事業
総務課

実施

「人権と芸術」をテーマに研修を１回実施した。（伯耆
町人権教育啓発推進協議会　事業所部会・行政職員
部会主催）職員４３名、町内事業所職員６名の参加者
があった。

継続実施 未実施
職場、地域社会向けの男女共同参画研修を行うことが
できなかった。

一部達成
県の男女共同参画センターの講師派遣制度を
活用し、研修会を開催し普及啓発を図ることとす
る。

継続実施

3 人権教育推進事業 教育委員会事務局 実施
町内イベントで、男女共同参画の啓発パネルを掲示し
た。

継続実施 実施
鳥取県と連携して、女性への暴力根絶キャンペーンの
活動に参加した。

達成 継続実施

4
人権教育・啓発推進協
議会運営事業

教育委員会事務局 実施
人権カレンダーに男女共同参画週間を掲載し、週間を
周知した。

継続実施 実施
人権カレンダーに男女共同参画週間を掲載し、週間を
周知した。

達成 継続実施

5 心配ごと・人権相談
教育委員会事務局

実施
人権相談所、行政相談所を月１回２箇所(岸本・溝口)
定期的に開設した。また、特設相談所も設置した。

継続実施 実施
人権擁護委員による人権相談所を月2回(溝口1か所・
岸本1か所)定期的に開設した。この相談所は、行政相
談とも連携して女性の人権問題にも幅広く取り組める。

達成 継続実施

6 行政相談
総務課

実施

月に２回、岸本地域と溝口地域で実施し、計２４回行っ
た。
防災無線で、それぞれ実施日の前日の夜と当日の朝
に周知した。

継続実施 実施

月に２回、岸本地域と溝口地域で実施し、計２４回行っ
た。
防災無線で、それぞれ実施日の前日の夜と当日の朝
に周知した。

達成 継続実施

7
母子・寡婦及び父子家
庭の自立に必要な相
談指導

福祉課 実施
母子・父子自立支援員による相談支援を随時実施。
30年度母子54件130回　父子3件18回
母子父子貸付相談2件

継続実施 実施
母子・父子自立支援員による相談支援を随時実施。
令和元年度母子28件７７回　父子２件６回
母子父子貸付相談４件

達成 継続実施

8
各種相談窓口の周
知

総務課 実施
町の広報、防災無線、ＣＡＴＶで性別による差別的な取
扱いへの相談窓口である男女共同参画センターより
ん彩の周知を行った。

継続実施 実施
町の広報、防災無線、ＣＡＴＶで性別による差別的な取
扱いへの相談窓口である男女共同参画センターよりん
彩の周知を行った。

達成 継続実施

9
男女共同参画につ
いての学習

教育委員会事務局 実施

家庭科においては，家族と地域についての単元にお
いて，男女で家事を分担することを学習させた。また，
社会科公民的分野の人権尊重の単元において男女
共同参画社会の実現について学習をさせた。

継続実施 実施

家庭科においては，家族と地域についての単元におい
て，男女で家事を分担することを学習させた。また，社
会科公民的分野の人権尊重の単元において男女共同
参画社会の実現について学習をさせた。

達成 継続実施

10
乳幼児とのふれあ
い体験

教育委員会事務局 実施

家庭科の授業の一環として，岸本中学校はふたば保
育所で，溝口中学校は溝口保育所で，３年生が各クラ
ス２時間程度の交流を行うことで，乳幼児の理解と接
し方を学習させた。

継続実施 実施

保・小・中一貫教育における保・小、小・中等の交流を
行うことで，乳幼児の理解と接し方を学習させ、思いや
りを持って自他を理解し、進んで人と関わる人間関係
能力の形成に努めた。

達成 継続実施

11
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政
策
・
方
針
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過
程
へ
の
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画
の
推

進
(1)審議会等への女
性の参画の推進

審議会等の男女構
成比率の改善

別紙のとおり 実施 別紙のとおり 継続実施 実施 別紙のとおり 未達成

Ｈ28　28.9％
Ｈ29　32.5％
Ｈ30　33.3％
Ｒ１　 37.8％
目標は達成できなかったが、年々増加傾向にあ
るため継続して実施していく。

継続実施

17
教育委員会事務局

実施

家庭教育講演会等の機会をとらえて、男性保護者へ
の呼びかけを行うなど、家庭教育における男女共同参
画促進を図った。
具体的な数値としての評価には至っていない。

継続実施 実施

家庭教育講演会等の機会をとらえて、男性保護者へ
の呼びかけを行うなど、家庭教育における男女共同参
画促進を図った。
具体的な数値としての評価には至っていない。

一部達成

人権や生涯学習などで開催する講演会等にお
いても、男女共同参画をテーマにしたものを設
定するなど、男女のいずれに女性参画の必要
性を学ぶ場を設ける。

継続実施

18 企画課 未実施

集落役員や二部地区活性化推進機構、日光地区協議
会等の地域づくり団体の女性役員等の選出について
は、それぞれの組織の自主性を尊重している。

二部地区　男性51人：女性19人　27％
日光地区　男性34人：女性6人　15％

現状維持 未実施

集落役員や二部地区活性化推進機構、日光地区協議
会等の地域づくり団体の女性役員等の選出について
は、それぞれの組織の自主性を尊重している。
二部地区　総数68人：うち女性22人　32％
日光地区　総数39人：うち女性6 人　15％

一部達成

二部地区活性化推進機構ににおいて、女性の
構成比が増加したため、一部達成としたもの。
住民活動における男女共同参画の推進にあ
たっては、広く基盤的に周知啓発を充実していく
ような気運の醸成が必要。

継続実施

19
女性消防団員の入
団促進

総務課 実施
Ｈ31.3.31現在　消防団員数　149人
うち女性消防団員　１０人

継続実施 実施
Ｒ１.3.31現在　消防団員数　145人
うち女性消防団員　１０人

達成
継続的に事業実施できており、今後も女性消防
団員の入団促進に向けた広報活動を行ってい
く。

継続実施

時期計画に向けて令和元年度に実施した事業の状況基本計画 （参考）　平成３０年度に実施した事業の状況

(2)各種相談窓口の
開設と周知

(3)学校教育で男女
共同参画の視点に
立った学習の推進

審議会等への男性又は女性の割合を４割にするよう、条例に
基づき努力します。

令和２年度　伯耆町男女共同参画推進計画　実施状況調査書

(1)男女共同参画に
関する正しい理解と
促進と法令・制度等
の周知 男女共同参画研修

会の実施

家庭、職場、学校、地域その他の社会
のあらゆる分野の男女共同参画の理
解を深めます。

心配ごと・人権相談所、困りごと・行政
相談書、人権・行政相談所等を開設し
ます。

各種相談の実施

ＰＴＡ役員、青少年育成伯耆町民会議、地域づくり活動の男女
構成比率を改善するため、啓発活動を行います。

（1）地域活動への
女性の参画の推進

　女性の視点を消防事業に活かすため、女性消防団員の入団
を促進します。

国や県、町の相談窓口の周知を行います。

家庭科、社会科等の授業の中で、男女共同参画の考え方につ
いて学習します。

NO

1
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乳幼児とのふれあいを通して、乳幼児に対する愛着、子どもを
産み育てる意義、子育ての喜びや楽しさを学ぶ機会を提供しま
す。

地域活動への男女
構成比率の改善

（2）防災分野での
男女共同参画の推
進
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基本
目標

基本方針 施策 事業・施策名 事業・施策の概要
実施事業名又は
関連・関係実施事業

担当課 取組状況 具体的取組内容
今後の事
業展開方
針

取組状況 具体的取組内容
基本目標
に対する
評価

改善点等
今 後 の
事 業 の
展開方針

時期計画に向けて令和元年度に実施した事業の状況基本計画 （参考）　平成３０年度に実施した事業の状況

令和２年度　伯耆町男女共同参画推進計画　実施状況調査書

NO

20
防災会議への女性
の参画促進

総務課 未実施
任期：Ｈ29.3.1～Ｈ31.2.28
男性　１１人　女性　０人

内容検討
実施

未実施
任期：Ｈ29.3.1～Ｈ31.2.28
男性　１１人　女性　０人

未達成

数年防災会議を開催しておらず委員の委嘱を
行っていない状況を踏まえ、防災会議自体への
女性参画の推進ではなく、男女共同参画の視点
を取り入れた防災計画やマニュアル整備を実施
していく。

内容検討
実施

21 食育推進事業
健康対策課

実施
食生活改善推進員による、男性のための料理教室　2
回　13人

継続実施 実施
男性のみでは実施せず、積極的に男性に呼びかけ、
集落での伝達講習会として実施した。

一部達成 各公民館等に協力を呼びかけ、実施していく。 継続実施

22 公民館生涯学習事業 教育委員会事務局 実施
男の料理教室　1月22日（火）実施
　講師：食生活改善推進員
　参加者：11名

継続実施 未実施
元年度は男性向けの料理教室は開催しなかった。
（なお、小中学生向けの料理教室を岸本・溝口・二部
公民館で実施）

一部達成
事業ニーズや参加者の要望等を検討のうえ、実
施方法を見直す。

内容検討
実施

23 健康相談事業 実施

①骨粗鬆症予防教室　年１回　３３人
②集落巡回健康相談：保健師・管理栄養士が各集落
に出向いて健康講話や個別相談を実施　１２会場　１
１２人

継続実施 実施

①骨粗鬆症予防教室　年２回　１９人
②集落巡回健康相談：保健師・管理栄養士が各集落
に出向いて健康講話や個別相談を実施　１２会場　８９
人

達成 継続実施

24 健康教育事業 実施

①健康運動アドバイザー養成講座　5人養成
　運動を中心に、地域健康づくりのリーダーとなる者を
養成した。
②糖尿病予防教室　21人
③健康さわやか歩キングの集い　39人
④スクエアステップ教室　5回×2期　25人
　スクエアステップ公認指導士のもと、体を動かしなが
ら認知症予防を目的に実施した。
⑤運動教室（ほうきスマイリースポーツクラブ委託）
　日常生活の中で無理なく手軽にできる運動を推進す
るとともに、生涯にわたって運動習慣が継続する取り
組みとして実施した。
⑥高齢者運動教室まめまめクラブ　322回　延べ2,207
人
　各集落に出向いて、運動教室を実施した。
　・運動水中まめまめクラブ　10回×4期　103人
　・アクアフィットネス教室　10回×4期　32人
　・元気アップ教室　12回×2期　40人
⑦中学生生活習慣病予防教室　88人（岸中・溝中2年
生）

継続実施 実施

①糖尿病予防教室　1コース× 3回　延べ20人
②健康さわやか歩キングの集い　1回 71人
③スクエアステップ教室　5回×2期 　延べ112人
　スクエアステップ公認指導士のもと、体を動かしなが
ら認知症予防を目的に実施した。
④運動教室（ほうきスマイリースポーツクラブ委託）
　日常生活の中で無理なく手軽にできる運動を推進す
るとともに、生涯にわたって運動習慣が継続する取り
組みとして実施した。
　・高齢者運動教室まめまめクラブ　299回　延べ2081
人
　　各集落に出向いて、運動教室を実施した。
　・運動水中まめまめクラブ　2コース×10回×4期　延
べ682人
　・アクアフィットネス教室　1コース×10回×4期　223
人
　・元気アップ教室　1コース×12回×2期　349人
⑤中学生生活習慣病予防教室　75人（岸中・溝中2年
生）
⑥ほうき体操の普及　ご当地体操イベントにて披露 1
回　5人参加

達成 継続実施

25 健康づくり推進事業 実施

①健康づくり推進協議会　年1回
　協議会を組織し、健康課題や健康づくりを検討する。
②保健委員会　年3回　延307人
　地域ぐるみでの健康意識を高めるため、研修会等を
行う。

継続実施 実施

①健康づくり推進協議会　年1回
　協議会を組織し、健康課題や健康づくりを検討する。
②保健委員会　年2回　延172人
　研修会として、講演会を実施（認知症予防・心の健
康）
③健康対策課事業に係る町内医療機関との意見交換
会　年2回
　医療機関と協力して実施する事業についての説明及
び検討を行った。

達成 継続実施

26 母子保健教育相談
健康対策課

完了 平成30年度から子育て世代包括支援センター事業に統合 廃止 完了 平成３０年度から子育て世代包括支援センター事業に統合 達成 廃止

27
子育て世代包括支援
センター

健康対策課 実施

離乳食教室　　　　　　　 年間４回実施
にこにこ親子教室　　　 年間８回実施
子育て相談日　　 　　　 年間１１回実施
妊婦歯科健診　　　      ３８人
助産師訪問ケア           ３人
産後ケア　　　　　　　      ショートステイ　１人

継続実施 実施

離乳食教室　　　　　　　 年間４回実施　参加者数５８組
にこにこ親子教室　　　 年間８回実施　参加者数　延３
８組
子育て相談日　　 　　　 年間１１回実施　参加者数５３
人
妊婦歯科健診　　　      ３１人
助産師訪問ケア           ３人
産後ケア　７組
ショートステイ　１人

達成 継続実施

28
健康対策課

検討中 福祉課で実施しているため。 廃止 未実施 福祉課で実施しているため、廃止 達成 廃止

健康づくり講演会 健康対策課
生活習慣病等に関する意識啓発を行
います。

食生活改善推進員や管理栄養士が講
師とな.るなど、減塩とバランスを重視し
た献立で調理実習を行います。

　女性の視点を防災対策に活かすため、防災会議への女性の
参画を促進します。

子育て支援センター

2
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子育て相談

乳幼児健診時、地域子育て支援セン
ター、役場窓口、教育支援センターに
おいて子育て等に関する相談を行いま
す。

男性のための料理
教室

（2）防災分野での
男女共同参画の推
進

（1）家事における男
女共同参画の推進

（2）子育てにおける
男女共同参画の推
進
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基本
目標

基本方針 施策 事業・施策名 事業・施策の概要
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令和２年度　伯耆町男女共同参画推進計画　実施状況調査書

NO

29
福祉課

実施

子育てに関する情報提供、相談（すくすく相談）、指
導、交流事業などの事業を実施した。
＜平成30年度利用実績＞
　利用延人数：子ども2,407人、大人2,193人
＜事業内容見直＞
　利便性の向上と機能の充実を図るため、溝口保育
所から岸本保健福祉センターへ移転した。（平成30年
4月移転開所）

継続実施 実施

子育てに関する情報提供、手作りおもちゃの講習や遊
びの紹介、保護者のストレス軽減のための活動、季節
に合わせた交流行事、子育て相談等を実施した。
≪令和元年度利用実績≫
延べ人数：　子供　2,173人　、　大人　1,775人
世帯数：　142世帯

達成
子育て家庭であっても、子育て支援センターの
存在を認識していない人もまだあるので、もっと
紹介していく必要がある。

継続実施

30 インクルーシブ事業 教育委員会事務局 実施

特別な支援が必要となる可能性がある子ども及びそ
の保護者に対し、学校・家庭・関係機関との連絡調整
を行う早期支援コーディネーターを配置し、早期から情
報提供・相談会実施など柔軟できめ細やかな対応が
できる一貫体制を整備した。

継続実施 実施

特別な支援が必要となる可能性がある子ども及びその
保護者に対し、学校・家庭・関係機関との連絡調整を
行う早期支援コーディネーターを配置し、早期から情報
提供・相談会実施など柔軟できめ細やかな対応ができ
る一貫体制を整備した。

達成 継続実施

31 教育支援センター 教育委員会事務局 実施

溝口体育館内に設置した教育支援センターおいて、不
登校等の児童生徒への学習支援や生活指導を行っ
た。また、いじめや友人関係などの悩みを抱える児童
生徒・保護者の相談活動を行い、不登校・問題行動等
の未然防止を図った。

継続実施 実施

溝口体育館内に設置した教育支援センターおいて、不
登校等の児童生徒への学習支援や生活指導を行っ
た。また、いじめや友人関係などの悩みを抱える児童
生徒・保護者の相談活動を行い、不登校・問題行動等
の未然防止を図った。

達成 継続実施

32
育児サークルの支
援

健康対策課 検討中

平成２９年度末でサークル会員数が減少し、事業実施
が困難となったため、個別のサークル活動としての活
動は休止。保護者から活動再開の希望があった際
に、事業を実施する。

継続実施 検討中
平成２９年度末でサークル会員数が減少し、事業実施
が困難となったため、個別のサークル活動としての活
動は休止。

一部達成
再開する場合は、子育て支援センターと連携し
支援していく。

継続実施

33
土曜授業等実施支援
事業

教育委員会事務局
実施

学校において各学期1回土曜授業を実施し、地域や保
護者の参加、交流促進を図った。

継続実施 実施
学校において各学期1回土曜授業を実施し、地域や保
護者の参加、交流促進を図った。

達成 継続実施

34 公民館体験活動
教育委員会事務局

実施

各公民館において、ものづくりや料理教室など様々な
体験事業を実施し、子どもと保護者の交流促進を図っ
た。また、土曜日を中心に事業を行い、父親の参加促
進を図った。

継続実施 実施

各公民館において、ものづくりや料理教室など様々な
体験事業を実施し、子どもと保護者の交流促進を図っ
た。また、土曜日を中心に事業を行い、父親の参加促
進を図った。

達成 継続実施

35 放課後子ども教室
教育委員会事務局

実施

溝口小及び岸本小で子供教室を週3回実施。異学年
交流・地域の大人との交流や体験活動を通じて、コ
ミュニケーション力や地域のつながりを育む。また、放
課後児童クラブとの連携を図り、一体型の取り組みも
進めている。

継続実施 実施

溝口小及び岸本小で子供教室を週3回実施。異学年
交流・地域の大人との交流や体験活動を通じて、コミュ
ニケーション力や地域のつながりを育む。また、放課後
児童クラブとの連携を図り、一体型の取り組みも進め
ている。

達成 継続実施

36
子育てコミュニティカ
フェ

福祉課 完了

※平成29年度で事業廃止

廃止 完了 平成２９年度で事業廃止 達成 廃止

37
孫・ひ孫子育てセミ
ナー 健康対策課 実施

計4回の研修会を実施
延参加人数　48人
※参加者が減少し、他部局実施事業との内容重複が
みられるため、令和元年度からは隔年実施

内容検討
実施

未実施
２年に１回実施するため、令和元年度の実施はなし。
令和２年度は、実施予定。実施時期、内容は今後検討
する。

一部達成 継続実施

38 家庭教育支援事業
教育委員会事務局

実施

保・小の保護者を対象にした保育所・小学校主催の家
庭教育・子育て講演会、研修会を支援するほか、独自
事業として子育て講演会及び家庭教育講演会を開催
した。

継続実施 実施

保・小の保護者を対象にした保育所・小学校主催の家
庭教育・子育て講演会、研修会を支援するほか、独自
事業として子育て講演会及び家庭教育講演会を開催
した。

達成 継続実施

39 介護保険事業 実施
家族介護用品支給事業：介護用品の引換券を交付
（交付実人数１１人）

継続実施 実施
家族介護用品支給事業：介護用品の引換券を交付
（交付実人数７人）

達成 継続実施

40
生活支援体制整備事
業

実施

・生活支援コーディネーターの配置：臨時職員１人
・関係者によるネットワーク連絡会（協議体）の開催：５
回
・住民研修会：講演会１回 「西日本豪雨災害から、支
え合いの地域づくりを考える」

継続実施 実施
・生活支援コーディネーターの配置：臨時職員１人
・関係者によるネットワーク連絡会（協議体）の開催：４
回

達成 継続実施

41 介護予防事業 実施

家族介護教室：講演会２回開催（１回目  「男性介護
者、想いを語る～若年性認知症の妻を介護する夫とし
て～」、２回目「適切な排泄ケアとおむつの選び方講
座」

継続実施 実施
家族介護教室：講演会１回開催 参加者10人
  「回想法を一緒に楽しみながらやってみませんか？
～認知症の方とのよりよい生活に向けて～」

達成 継続実施

42 交流事業
要介護高齢者を介護している家族の
身体的、精神的負担の軽減を図るた
め、家族同士の交流事業を行います。

介護保険事業 健康対策課 実施 介護家族の交流会の開催（毎月）計１２回 継続実施 実施 介護家族の交流会の開催　計１１回　参加者延79人 達成 継続実施

　関係機関と連携し、地域の子どもや
保護者の交流促進を図ります。また、
父親の子育て参加を促進するため、交
流会を休日に実施します。

健康対策課
要介護高齢者を介護している家族等に
対し、介護知識の取得のための介護
教室を実施します。

地域のこどもや保護者の交流促進を図るため、育児サークル
の活動を支援します。

子育て支援センター
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子育て交流会

保育所、小中学校、その他関係団体と
連携し、講演会を開催し、家庭での教
育力の向上を図ります。

家庭教育講演会

子育て相談

乳幼児健診時、地域子育て支援セン
ター、役場窓口、教育支援センターに
おいて子育て等に関する相談を行いま
す。

（３）介護における
男女共同参画の推
進

（2）子育てにおける
男女共同参画の推
進

家族介護教室
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NO

43
（1）職場における女
性の地位向上の促
進

広報・ＣＡＴＶ等を
通じた広報活動

町内事業所や住民全般に、ポジティブ
アクションを周知します。

男女共同参画事業 総務課 実施

ホームページで周知を実施した。ただ、周知するパン
フレットの配布を検討していたが、実施に至らなかっ
た。

内容検討
実施

実施
ホームページで周知を実施した。ただ、周知するパンフ
レットの配布を検討していたが、実施に至らなかった。 一部達成

事業所への周知が不十分であった。鳥取県の
取組（鳥取県男女共同参画推進企業認定制度）
もあるので、県と協力し事業所への周知を図っ
ていきたい。

継続実施

44
（2）仕事と生活の調
和を図る体制の推
進

広報・ＣＡＴＶ等を
通じた広報活動

町内事業所や住民全般に、ワーク・ラ
イフ・バランスを周知します。

男女共同参画事業 総務課 実施

ホームページで周知を実施した。ただ、周知するパン
フレットの配布を検討していたが、実施に至らなかっ
た。

内容検討
実施

実施
ホームページで周知を実施した。ただ、周知するパンフ
レットの配布を検討していたが、実施に至らなかった。 一部達成

事業所への周知が不十分であった。鳥取県の
取組（鳥取県男女共同参画推進企業認定制度）
もあるので、県と協力し事業所への周知を図っ
ていきたい。

継続実施

45
男女共同参画事業 総務課

実施

性別による差別的な取扱いへの相談窓口である男女
共同参画センターよりん彩の周知を町の広報、防災無
線、ＣＡＴＶで行った。

継続実施 実施

性別による差別的な取扱いへの相談窓口である男女
共同参画センターよりん彩の周知を町の広報、防災無
線、ＣＡＴＶで行った。

達成 継続実施

46
人権教育推進事業 教育委員会事務局

実施
CATV文字放送による女性の人権ホットラインのお知
らせ等に取り組んだ。

継続実施 実施
人権擁護委員による人権相談を実施した。実施に当っ
ては、ＣＡＴＶ、防災行政無線、広報、ＨＰ等で周知を
図った。

達成 継続実施

47
総務課

実施 継続実施 実施 達成 継続実施

48
教育委員会事務局

実施 継続実施 実施 達成 継続実施

49 福祉課 実施 継続実施 実施 達成 継続実施

50 シェルターの確保

鳥取県や庁内担当課と連携し、ドメス
ティックバイオレンス等に遭った被害者
を、加害の原因たる配偶者等から隔離
し保護するための施設を確保します。

住宅管理事業 教育委員会事務局 実施
年度途中まで、ＤⅤ避難用施設を確保していた。ただ
し、年度末現在は、災害(火災)対応のため確保でき
ず。

継続実施 実施
DV等に対応するための住宅を確保するように努めて
いる。令和元年度は、災害対応のため確保できなかっ
たが、令和2年6月1日現在対応できる。

一部達成
令和元年度は、前年度からの災害避難者の入
居がありDV等の対応用居室が確保できなかっ
たが、令和２年６月からは、確保している。

継続実施

51
妊婦健康診査の助
成

健康対策課 実施
妊婦一般健康診査１４回分と新生児聴覚検査に対し
て助成を行ってた。
妊娠届出数６７件（平成３０年度）

継続実施 実施
妊婦一般健康診査１４回分、新生児聴覚検査、産婦健
康診査（２回分）に対して助成を行った。
妊娠届出数７３件（令和元年度）

達成 継続実施

52
多胎妊婦健康診査
費助成

健康対策課 実施 多胎児届出数　２件 継続実施 実施
多胎児届出数　１件
母子健康手帳交付時に、多胎妊婦健診受診票5枚を
交付した。

達成 継続実施

53
母子健康管理指導
事項連絡カード事
業

健康対策課 実施 妊娠届出時、全妊婦にチラシを配布し周知を行った。 継続実施 実施 妊娠届出時、全妊婦にチラシを配布し周知を行った。 達成 継続実施

54
妊産婦訪問指導事
業

健康対策課 実施
気になる妊産婦については、要対協連絡会で福祉課
と情報を共有し継続的に支援を行った。

継続実施 実施
気になる妊産婦については、要対協連絡会で福祉課と
情報を共有し継続的に支援を行った。

達成 継続実施

55 マタニティひろば 福祉課 実施
妊婦と、生後４～５か月の乳児を持つ保護者が対象。
一緒に遊んだり、赤ちゃんの為のおもちゃを作った。

継続実施 実施

子育て支援センターが実施。
妊婦と、生後４～５か月の乳児を持つ保護者が対象。
一緒に遊んだり、赤ちゃんの為のおもちゃを作ったりし
ている。

達成 継続実施

56
乳児家庭全戸訪問
事業

健康対策課 実施 訪問実績７５件（延７７件） 継続実施 実施 訪問実績７５件 達成 継続実施

57 妊婦健康診査 健康対策課 実施 上記、「妊婦健康診査の助成」と重複のため 廃止 実施 上記妊婦健康診査の助成と同上 達成 継続実施

58
乳がん・子宮がん
検診

健康対策課 実施
乳がん検診受診者数　391名（平成30年度実績）
子宮がん検診受診者数　688名（平成30年度実績）

継続実施 実施
乳がん検診受診者数　389名（令和元年度実績）
子宮がん検診受診者数　704名（令和元年度実績）

達成 現状維持

59 前立腺がん検診 健康対策課 実施 前立腺がん検診受診者数　415名（平成30年度実績） 継続実施 実施 前立腺がん検診受診者数　406名（令和元年度実績） 達成 現状維持

Ⅰ-1-（2）に同じ Ⅰ-1-（2）に同じⅠ-1-（2）に同じ

町内事業所や住民全般に、ドメスティッ
クバイオレンス行動や相談先について
周知します。

広報・ＣＡＴＶ等を
通じた広報活動

各種相談会の開催
心配ごと・人権相談、困りごと・行政相
談、人権・行政相談所を開設します。

Ⅰ-1-（2）に同じ

　前立腺がん検診を推奨し、早期発見早期治療につなげます。

　安心して妊娠出産できる環境を確保するため、妊婦の健康診
査に係る費用を助成します。

多胎児の妊婦について、母子健康手帳交付時に妊婦健診に加
えて５回分の助成券を交付します。

　仕事を持つ妊産婦が医師等から通勤緩和や休憩などの指導
を受けた場合、その指導内容が事業主に的確に伝えられるよ
う、カードの活用を推進します。

母子手帳交付時にアンケート調査を実施し、気になる妊産婦に
対して保健師等が訪問指導を行います。

　安心して妊娠、出産、子育てができるよう、妊婦同士の交流や
情報交換などの機会を提供します。

　生後４か月までの赤ちゃんがいる全家庭を保健師などが訪問
し、子育てに関する情報提供等や母子の心身の状況の把握及
び助言など、専門的な指導を行います。

　安心して妊娠出産できる環境を確保するため、妊婦の健康診
査を実施します。

乳がん・子宮がん検診を推奨し、早期発見早期治療につなげま
す。

Ⅱ
　
家
庭
並
び
に
社
会
生
活
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進

Ⅲ
　
男
女
の
人
権
と
擁
護
と

、
健
康
支
援

（1）性差に応じた健
康の支援

3
　
職
場
に
お
け
る

男
女
共
同
参
画
の
推

進

（1）男女間のあらゆ
る暴力の予防と根
絶のための基盤づ
くり

1
　
男
女
間
の
あ
ら
ゆ
る
暴
力
の
根
絶

（1）妊娠・出産など
生涯を通じた女性
の健康対策の推進

2
　
女
性
の
健
康
対
策
の
推
進

3
　
性
差
に
応
じ
た

健
康
支
援


